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沖縄防衛局によるサンゴ移植に際して、沖縄県が特別採捕を不許可にすること

への支持と岩礁破砕許可を今後更新しないことについての要望 

 

普天間飛行場代替施設建設事業に伴い、翁長雄志沖縄県知事が、国が予定している埋め

立て区域内から区域外へのサンゴの移植を不許可とする検討を始めたと報じられています

（沖縄タイムス、8 月 24 日）。私たちは、辺野古・大浦湾の生物多様性豊かな自然環境の保

全に取り組んでいる立場から知事の方針を全面的に支持します。 

環境団体がこれまで指摘してきたように、サンゴの移植はまだ確立した技術ではなく、

不確実性が伴います（日本サンゴ礁学会、2008）。そのため、移植技術はサンゴ類の環境保

全措置として用いられるような状況にはなく、環境に与える影響を軽減させる手段となり

得るものでもありません。また、移植先の選定についても問題があることが、日本自然保

護協会（2013 年）の指摘からも明らかです。 

さらに沖縄県は、来年 3 月末に期限が切れる辺野古沿岸部の岩礁破砕許可を更新しない

措置も視野に入れている（沖縄タイムス、8 月 24 日）と報じられており、普天間飛行場代

替施設建設事業を止めるよう、あらゆる県知事権限を行使するという姿勢が伝わってきま

した。岩礁破砕は国の天然記念物であるジュゴンをはじめとし、サンゴ礁生態系の生物多

様性に大きな影響を与えかねない危険な行為です。こちらの方も更新しないという選択を

されることを要望します。 

この夏の高水温のため、沖縄のサンゴ礁は大きな打撃を受けています（沖縄タイムス 7

月 26 日、8 月 11 日）。できるだけ多くのサンゴ礁を手つかずのまま残していただくことが

最も効率よく保全できる方法です。沖縄県には、大切な財産であるサンゴ礁を大事にして

いただくことも強く要望いたします。 
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